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ほ　　　じ　　の　　して

支部長　脇口東武
～. ､.　　､　　　　　　　　　　　　■. /-lt-､

中泉湾岸の乾季もイラ7の雫凍摩峰薮傘食軒終わり. bLとヨ

す音頭しまLJこ.磨閲新和:短クtかっr;Lミも風わらす.その後

あとの大きさ深さ仁慈くけtCtL)です｡ ｢瓢孝のないせo)や｣ (1

人額の賂願でわろのll.何故祝いか~簸るUlでしょうク､.光､しい

●　聴ワですQ　　　　　　　　　　　　　　　川

世界の憎しみ‡かっ{=7セインを乳硬も､もと(某正義感の鋭

い秀璃年でPH t:と碍王3すL. jT=中泉の軌祭主_と膚敬も壌

dll;盾爪も3)つT:.そC)徴かどう　して2)q)),1うTs盈拳を･･一

人周てわから払いも0)筈耳畑､

熱.頼里う言う.小人望モ杏子Jこし.@カや金力.左思う

よう持･TfつTs碑か動f孝o)略T,-:ど,チ,jTLqレオンも,ヒヮトラー

も日席の鹿史07平でもクfIすける首か~汎Li･i) I)ます,

?　　豆.ん(1他人の蕃(エよく気b:-7くか~自分の蕃巨細外餌一

つかyjもe).略lllI高い色から自分の斉Lてし1ろ亨.していろ

亨て射的て乳ちか.fU _そうすると匂分のしていろ亨か他人Lこ

どんrJ感じと与と.世の中こどんrE菊留と与えてし1ろ才lわかる

ヒ雄範しい季刊1める*:_大舶首t;tLGu､います｡
/
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今抑1｢騎無力症の宗凍Jtこついて種牛E2侶6日(こST

Vラジオ豪送で放通されr--i,a)言軽飯してt;且L)孜します｡簸

為され′-:Fy･Iつ･･､さ碍食Ll合わせて汲んでいtI l_:けれrま､一向-櫓+,か

I)易いと忠心ます,

自分の病気67亭主正しく知る孝jJ匂分与知る-7と思し､ま70

同名か粗く分E)易く,無駄TJく.穂動こわ施しされてfiワます　-

ので′触ら筋無力症患者の常磯として知ってf;くの(こ大変過●

切な内港と息レます一繰り施し乾んでL31L3Jこ立ててくr;-さし､ D

まrl.筋無力症れ､う舷病との息逢tJlをご鰍こして,糸{=ラ

の菟逢､見車璃笥A:あ/こち(こ残してくれT=と)司u-ようでこ.私J=

ちi/またその過去三つぎ.経境気取の入洛廟頒尉こ句lJて手を

増えて軍もうで,ti,I)ませんか｡等さまの一周C,ニ潮力～コア

楓を′じかり井領L,やし射Tてrわt;ラJ酎子0)ご拷符とLり.

ご句夜長も斬りしています.
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1990阜1 2何日　目.S TVラジオ放埋｢直産額

｣ 1ク収壕

｢愚案力産の治療法｣

嶺師　光男大骨泉遍路神経内瑚

刺嵐扱　者蕗孝養　丸

●

煮虹の免疫ドL;ける13侵しLn発展(二人さTj恩恵盲曳けた

病%(乙嘗鼻筋無か直方:孝け-ら九ますo過去/ 5-年間Lこ神経

線痛研免の歴史L7)中でも希草すべき　　　覇気と治療法の

閑発o)進展がFLJられてf;りさす0本日は現在行rjわれてL/-

ろ常夜砲無力産の沼療法Lこつレてtt幾Llこし-ヒ忍レます.

逐年の雀束為東方痘C)冶廉敗亡こ濁しし-進展か見られ′比

和こ比べて優良の患食かケlIくrIクつつみクり｡借Ji虜

てて

の神経兎主節見渡でも軒LL-珍軒凄孝の改正(こきかけて7,･

畑骨壷とし､う忘賓を(1すして阜Lこ飽食か鼠の÷尊い変え

ろこと[こなりま　した.

唾症飽食か症【1把の神経薙轟と亀1て比苑的喝鹿[{竣つ

かの妃漆のカード壬載･つことか血泉ろ1うJこT.[りa Lrl.

温泉卜(14-つのか-ドG,ありますか:そのlつL壬古くかウ

用し､られて泉T二台ので.病気の五度か｢神経細線金串ころろ

たれLこ.この神経終始速橡絶号増線すらものとして.メス
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チノン,マイ.テラーで尊のitfLヨL)ンエ入チラーゼ風の治療です｡

赦藍一㌢して魂ノも彼由TT弟てし弓すが. 5,くまでも対症乗法卜

過ぎず,根太的TJltiPク礼とLlrJ P]絡まttんo

ガードとTl 94尋るのEl爵腺通徹雇■と恵良神教沌摘該であク,

規在ではこの2つの発叙法h:主武をTlってわります

そして4番凱こ血晩夏遍転注紬すられiすが

y<覇よクも行TJわれていろ現象か激減して牟ク

まLtこ｡その巌錦絵町紘珊瑚療法､
■

血簸史観如識クの乱行掛軸らitり
JLl ､l

か,車LJでQfp患新二動召し絹もものでなく,絶食か虹の病型,

G･Jえば瀕煉醸3'-像鎧包勿ELu,み噂髪されてみろ級働型>( ,扱
え' Ti Jニl d:'･tr　　　　　　　　レ二..klv

のみ㌢なて1絢を怨みこむ感下l欄放すろ稀や倉見の騎固まで
.ユ

も鹿抹鵠覧谷繭】あ儀笹ヤ,病気が在ってからの-如風等

納摘最綿して娘如決五番諾品等了.

治療郎或溝寺描雛写て繭等満車L;flって太り｡

轟簾高鍋監紙子4( ,新生紘-断由子､J史
J　-I

I_(

(欄腺に痩身Qlある碑線確卿､.絶島のTJV推施腺聴碑カLtて分

け再｡まilえ変鞄で了か･)ユ･ゥマナ耳で廉持末も定一t･/レ
'l･ .　･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t∴1

･ - )r･､凄ト{sミト

7イラミンという嵐鳥pでも筋無力直'読飯粒されますので.午.Q)

東も使用Lていちかを小言ケェヮケLま`す.

丸木雀転範無力動壬句E,藍夜毎の代友毎rJもd'丁一再-uh｡

自己乱射詩等掬しで高二とLn-i,り卜汀｡その舶絶?級
→
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J i:L L　.･　　　　.一･･.  ､ L　　､ T A ll

I

病のぷ漁も符なし､ますと.絶食力症か絶滅も卓上こ,.とふみ･t)

ますのでい.iの令伺077鰍も九毎7),:?i"L譲れ〃ホ′11ノ`.,り

鮒笠凪の箱泉か夜型の大部斜才菰亀力転の瀞楓からの｢

過腹痛魚符症蛙の言とか●多L^g)てd,忠孝鴫蟻義姓､出産後

卜小県畢直晩との塊灯し,で見て行,けLfも勲こ寸,Ttか二､と3ET

殆Lと月日ません｡

豪亜藤無力症C)診断は.さし千むすかしレ､ものでi35)ク

守 ttL/ 0号癌術無取直の翰軒か線色し.て杢絡自縛治療(二人

ろ碩食.刺す行'l bべき後塵tl路腺C)倹峯が机早耳て胸

磯の碓落し-わゆる醐確り合碑の夜食Ll息為Q)予絶rS左毛

し､まィ.1.'寺と達し1勝聖断櫓嵐鞍,縁戚冬季鳴曲線(い.b中

るp根:日tL弓根室で､胸腺0,Rr即席触1,7･-7リン

7LLでさます｡轟々も牟倹性もfJい裸垂で†d)で嘩襲鰍Iuた

受LJJこrtiろことで70

雀荘範食か直TtLLl / 0かう20J/-解聴腔か-あるとそわ

yLてし､冒｡大都食代峰壌1番っfI亀住Q)4,ので1が/ 0

7ToLl漫滞隼の落管曾佃もS,ウ･､今野蝿線も患レと忘われ

ています｡梱曝唾か減らカ､YTfった堵谷Lて
･ ､`  _∴

今野断て泉他か冬作か与圧糾すち

こと(,恒子乍圃舷です叛よ,盈久か

急性07埼息は旬鞠のこく軌匹で

あって屯,ま灸かでもH

-､r-



毎食力症がたとえ施政型でi)つても.合J*型でf,つても敦太助

舶獅子も行なう昌(:-LlL､ます十二の当欄轟解版のみでな
I

く梱腺のある級別摘組砲(こも毎晩IJ･シ八｡が敏乱してみク.こ

れ言合y;六感線与徹底して承L)除/1号汝です｡

さて▲細線確の東レ優良筋葱力症07堵金(1どうLT:らよし､で

I .  ;　fr/.'L-I ･ !　. ､.A･ ･ '.　r一･･一.　:.一

千動かすことの生えろ骨格筋7セナ′レコリン気息体(こ対して,

毎分d)体dl千で作り叡す匂己凍柊と烹-てむつますか.アーtケ

Jレコ･)ン受庖佐札如上もことかわ示ってfitl)り.正常なイ

ほこのar,L正を殆`ん'ヒ血最中Lこ希っておりiせん｡

しかし多くC).葡禁か鼻息為で(1この*,L体

l壬血泉中･{持っており_体中をy)(-t)

神経漁港合葬o):巌勘刺のアセ1l JLゴL)
→ン叉客体Jこくっつき㊨夜野性主産短L I::

●

て考リユすo二のKIL塊の産/射こ肺腺か大きく閑わり谷･つてfiL]

ます｡/JAいJまし■てEEJ腺の腹痛こし1う面からでなくて1,,この

滴鮒/カニ7:ムから宅;ても㈱鮒こあ病気主産すれ体o)生　●
t産工塊とカil,一二0)Ji_産工場をつi:すL珍奇b:玖て参りま了ク

骨壷審東か壷では月射線胞がrJくてい占～8 3 70と鴨btj6L､

のです75(胸腺肥大が怒りら九楯線での枕体産射て朝雄h:あL)と

弗とられてたりl､そうしてこの確た場合正嫡腺を歳出75と風

車か鼠如凍快丁ろ報告かlJされてfJつまて∴
-　一一･ b　-　1



しかし,年令や種々の間鬼で絶ての人が絢腺抽除Srでき

ちと打て乾L) iせん.そこrで′この由敏Y,,L5-,･才紘産竣工堵絹製
■ I  I-   I 1

壊すbの(こ次C)方法が考えられました｡それ-為り｡L,二汀ロ

ニソ新二代表されろ副腎皮_徴ス号も叫ド療法なo)ですo

副酎見頃ス.Tロイド漁法(引.7'与と卑(こ免に･yェーレジン

が-(:よって試みられてfi･拍寸か.嵐状が｣埼矧こ磯亀

し.孝和士oi敏彦姥が十分(=でさす壊し､IqJ風塵です･krて泉

まL畑/ 9i8勘こ7+I)プブス等L:よって属t;後ノ離れ

その知見か･尊命され今日に製ってf;I)ま守が-,郵埼rlt及ア

セキJL,コL)ン叉客体旋体の13一息も鴫ちかでfH7呼吸雀躍も

不亀倉であった亨を脅えると. ill二筋東か症の一治療でEl

碩蓮の感brj)ります｡

白木では副WJ文豪ステlコイドの侠掛寸-庵如来薗錐盛ん

(こ反われておりませんでしたか∴現在では舶線輪徐街と奥

ll鹿本的fJ治藤の一婦も在っておケiす.

副腎伎項ステTjイド(1.線後払与孝互恵々持上げてし､く
/

漸増境と′素材卜大昔言放与し次射て漸減していぐ大骨ス

チtjイド利親与埠,i･l腎及壕ステUイ日日20外3線の少

-蚤ステロイド考絶技与涜rJども行

lIわれてf{i)▲史tて1日f a OO叫g

の三′今/レアレトロニドロン互3日

間漣続枚与する方涜TL-&旬9).I)ま

-7　-



･A l~　t: ･'`　r:L :　こ/　　　　　　､こ'L ･..  ･･/ .･.A I l＼ :

す･ o･･これ等d),収容射す盛漆の華患,庭師の経敗各L･{ ･J= I)選歌さ

タしてL;ク.ます一

今年のヰ銅沌血液牢の鹿了セ+,Jレコリン受碁篠施後bLl菜晩

で急場冊uれう上丁目こ.な帰Ltl･4流体が上昇Lてい1Lげ筋無

力症に免疫演武か･:鴎ちかJこ絡んでし-右と結語してLlL､で.L上ラ.

豪産砺無力鼠の患者で(千綿厳密h:,Jい堵各,宙t乙就体産婆組

1歳iつ､ちけlヨ的ヒして.如拙こ碑腺鵡除孝鵜もLt=有hrいいで

し上与甘,萩(雨情亀項ステr.ロイ∴束をj鶴し･f=方かJ L､でLJ

i･か,義(耳鼻浄机から申5L司珪削鴫,須穴牙がirL^でLFうかo結

鞠触ら･免(ニ申し,･.i..,才と全身掌o)露魚力走でて反則Lと,Lて碑腺勃疎

ヒ副腎玖頃ステロイドの玖与の傭jm.寮-とし,号すdJ旦Lこ6)

僚屠承5%lt嘩凍赦頻やjてLL時間仰机ク_相の･で施コL)ンエ

ステウ雪ゼ劇言及与LLiす｡副腎皮頃丈･打lイいこ1ろ教養ト

イ羊tJl滅遺して季ります｡

胸腺碑玲蘭から副腎戊頻ステロイド及与言及爽する直毎も考

り-:払どもの九尊の月甲何軒で托街商1り及与を希蟹してfiク

ま了.

手符(ミ壊えらiLtlLL堵合tl副腎乾喚スアロイドのみの及与と
◆T

fJ:うま7.飽食万象嫁が軌ち蜜吸屠狸が

鍵卑とで久ろ堵合し耳卑拳文革療法で免状

の-崎的な良を壬lJ舟り′,.･1,藤野Lこ≠多行す

ろ堵合があります.

-~--gL　- `-
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各覇の蒋ノ･略取が浸潤型の確轟で9)つTt錫令(1術後ド局

所軒(これ肘吉良療法言行fJtL一望耳｡

鵬筋型C)堵令L細線碑徐術は穿-過叔治療法(こlJなりま

せん.且了セナ′レコl)ン鼻息彼此殊の高し}人は副腎戊項ス

テロイド風そ薮与します｡如Jl最高I l]ノ20･7n3･3でか払与

壕. 1 Qr-2-gの華毅針こもって行う免状か乞食(:溝久

し視乱El里-,てLlち畝胎型の患竜を経験してたり崖下｡

服箱型でも.抗7セ+/しコリン受忽絡杭体h:捨鍵の偽金(才

副腎及項ステロイド療法盲導入する人, LrJL､人.ま弓1

うで年毎け定ま1てL)rJ･L^のか一塊次と思し上ます. 2_作例で

は炭価の上昇がなく坑コl)ンLステラーゼ利o)反応､が木見

令TJ高齢者の患剰こ少者の番線的TJ副腎,)見頃ステロイド三

枚与LTこところ者LLl服の亙状が賭され[こ方があEjきし

rこ一

本邦でL壬まか､小風の服範型(マステロバ　机こ及牌い反応石.す

る為L:手術(て凍える･=とo:-叔緬ですo

規定,豪産節食かあけ副苛政蔵ステロイド療法か食感で

3)りますか▲,鞄(T経･Llステロイドo)

副咋痢などで魚且な滅蔓,各席rcr

絶版は触刀症状を再燃させろこ

とトrl i)ます｡

- 9:二一



加軒て別種郎なく､するか`欄腺塊徐桁上も副腎皮衝ヲチロイ

ド盲受けても祐食升症北の鉄者か積られなし､ケT;ス.i'少なく考

I)ませんo今後C)私どもの簡革です-

管長節食か轟の姥勧如け頚如q)2年榔こ9)ります･それ淡後

は神経路線金轡TFL,の沢敵Lt:.庚らなし,不可追堪91衷榊潤って

しまうとし弓笹も重ります〃少TJくとも食違雛力走では乗痔

2年政和{-融軌見境ステロ/摘法を鷹始したか1, rlと丸々

九が瀬昧乾で香れ全身型であれ,胸臆砲除街の組合わせ(:iフ

て隆めて紬TI結泉壬もたらして｡し1ろことを-最換再冬わりトL

T--tL､ヒ思L^ま7 A

●

0

●
･
.
･
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4

b　三品各々3-ミL/. -ご主人h:hfkLl~ ■やTa'L^優しと0)洩結

一　三し.ただきまLrlo三品でんLl包館地丘の凍結員妄してし'rI

r;Llておりますし･絶舶僚丈好学晦庭して巧れますQ

ご主人のfLJ南平tCL矛と針かo)稿.L,,,きo)薗両寝寛L;li yゼな

い札えたものがi7ると且レますD包額叱ヱ止魂のか<.今風

の各葵の寸々の射,レ顔l Lり言葉があれL3㌦ Z:"んtJLlカ､カ

ー　･ L ･　　-　　　　　　　.　:　･･､ナI r t. ･

よしょう.三品さん　h:lんぼって下でい0
＼~ .I

. ､虫魔首叙冶町/-{巨-2　TELl, OI38JT2-0678

l

l

__.__｣仁__
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>この冬甘覧う存分腎が降っr二よう711すれ雪解け

も行きつ戻り1で筋無力症の症状に似てし､ま且27
､､百歳は春の足音もしっかり聞こえろでしょう.元気

L二御□します｡　　　　　　(中道尭子)

>椎貝の皆碑ご苦労頒7･す｡私ー病気L-JFる前から

TO卑伍日本葬踊をや1ているのですが.先生のすす

幻もあってま行始めまして.去年から努射てちょく

ちょく出ています.今回も市民会商7･･あるので.そ

の締習日なo)て虜森ですが出席できません｡と･うぞ

皆様によろしくお嬢え下さし､.　(浦　賭子)

>･し､つt)お世話をかけてすみません｡私の方が色々ヒ

痛いが出て.令. LIJの上病断ております.早く私がよく

TcL'ら7:d'し丁れLj:･'と1管っています.よろしくお顧し＼します.

く山口久子)
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>長軌二2人目の黍が生れ(2机上の子の子守りL二

J任しし､毎日でLT-!｡′h

節子)㍗-号-

>合員隼いの御賓机羊だきましたが.節食で出席

できません.皆さん.希晋を月軌二膚掛)ましょう.

榛野　傾)-

>りウマテが,%化して畢<のL二不自由して屠ります

ので.出席でさかねます.　　/し　山..^､
-二二二二二-⊥く瀬ロワジ命-

∴･

●

>2円21日母が宅くなLJ､曹L拙身勘てガ､ソクり

しております.それて.む気丈丸二頑繕っている賓

が.なおさらL二痛々しく感じて舶用せん.香し､

長い年月動1g:軌こなっ省三ヒに感謝し.二恒＼

ら炉姉と翻し†令17参る1もり7･す.

愛子}VU

トLlつもお世話L-Jd:って居りますJ節食が頑＼す

出席でさ泉せん二軍碑巨よ77しく.元気てl暮して

し､ます｡　,一rl　　　　　後藤シズ工

>高齢化社食を迎え.父(粥弟の肴風そして又私弓身再々入線

(･?/22)と腐免じの恥(,i8月亘暮れの毎日て･すが∴翻刀T-ILilS持

ち森畑葬頒年人声探し半賓終-て生きてお目ます｡会員V,
I

皆さんU,励まし正憲も方蒔く_心より感卸してし､ます,筋牽

77症(,a)7朋2日しこ手術をされる新しし＼患者さん捕りますC

令嬢t)会員のご諸鐙を心よりお祈L圧ノています｡

.′l ‥･WIJ　　　　-｢→3 -

工藤峰子-



春のチャリティバザ-も盛会に終わり

ま　した.

カニの会からもー　準備ー　販売ー　後片付けと

6日間お手伝いしました｡

5日間続いた方も､ご苦労様でした｡

来年もありますので､よろしくね

皆さんも一度お出かけください｡

札幌地区会員のつどいの

案内状にー　印刷ミスが

ありました事を､おわび

致します｡

『春のチャリティノげ-』ご協力の耕L

雪どけもすすみ､春の訪れが待ち遠しい今日こ
の頃ですが､皆様はいかがお過ごしでしょうか｡

今年の『春のチャリティバザー』 (3/2.3開催)
はー宅配会社の協力で毎年行われていた市民や企
某からの物品提供の無料集荷ができず.送料は一
部提供者負担ということで～昨年並に集まるか出
足が心配されましたがー新聞､ラジオーテレビ等
のよぴかけで続々と申し出があり､皆様から二万
点にも及ぶたくさんの物品のご提供をいただき_
無事開催の運びとなりました｡心よりお礼申し上
げます｡
おかげさまで千人を超す来場者で大盛況となり

昨年を上回る売上げとなりました｡この益金は､
難病集団無料検診ー相談会､医賛講演会をと､今
後の私共の活動に使わせていただきます｡

なお､当日売り尽すことができなかった衣頬等
につきましてはー例年同種ーアフリカや東南アジ
アの支援活動をしているボランティアグループへ

提供させていただきました∴

今務ともご支援､ご協力をよろしくお願い申し
上げます｡

-L41-
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肘摺法人　北海道錐柄連
札幌市中央区丙4栄西10丁目

TEtOll (512)3233
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会費毒内人のお原良　しヽ

平成2年度も終わりに近づきましたがー　まだ未納の方がおられます(

ご承知の通り年間3/600円のうち2ノ100円を本部へ納入し､

残り1,500円が支部の､酒動の財源になります｡

未納の方は∴振込用練を同封しますので納入して下さい:.

お願いします`.

○　ノ妹産古さ LL7)Ti母さんか亡くTiうれ乏し-r'

博子市あた京町3-2 )歌麗子さん(空知妃且逢終範)

友の会fL醜o)初8)から会員いたって居られた磯子で-i, ､

華南Lてから膏患C)拭魚がずっと路し-て還られまLl=h:_　この

-友奪い豆ち喝あlE冶盲′ lC{立言注いで急病して条られ汽缶母さ

んれ　この催tくなられflとし､ラ音ですb放てんに-昨冬項か

?ウ後々と病齢裾審し･組合や太郎といも顔三択られる{

うtlTJリ,泉tLち食違い咽ろレ与t(と菟乏過Lそくれて席クぞ

197. "fil母さんの浪合か若くて〝ヒ産業も膚オ､されてf;クま

L rLbノ味でんのfj骨でん本別こ一反LA間ご宕骨さんでした〃金糞

の昏ミん一針でからご屠福吉L;射りし'たいと展L^ます｡

-一一　日7-~J



? L年度丸印組合(予告屠)

○　と　き　5日1 1日(土)

○　ところ　北海過薙病センター

○内各葱へjvTE昌

全回強食(:今祝して乳までんか

∴木琴機聞紘｢秀誓｣で聞i'fJく雷蔵g) fJiL穿瀦い給食の菜内

p:/古く｣二思し､ますか一子覚言立て[こL).私11'言する0)(ニ少し

で心耳くた即ちtt LfI才がよレーと思ってそその許多でtf;知らJt

LきT 5

o　と　き　∫8/3日　　絶食･直強請夜食･/強硬終友

夕食食

f一月/ チ 67　　細見(唱煉禁書､哨短中-華厳′鬼

平呼号瀬一･嶋笹偏_ LH7は政一

.∴.. .●' ●　●●■･

牛の一遍､ ,･･湊寒帯嘩雪の針工下缶＼-rr1

ol1.-ブg'6-冬√60　東谷真智子へ
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あ　　と･が　　ろ

●

〇二二恵庭では今朝(払)も軒啓が吟柏J掛一色の吐各です一

ヰ卑こOl強要飢こほ野や鳩ド烹土が果て, J%く雷の凍釣られ7T;礼

f=1骨か拭ってし､るのですか.今冬ほと弓,Lr:ことで恒うえd

どL隼雪とvlJか挽くとも煮確h(1番革かみれば髄とrJ(ナれ

(つ71り王せん｡今あの象(:(コ/{～69机(.二伸b:､√リマトの番か

私番長待ってい3才｡鍾車の史郎大食lこ,tLh凍温泉でえ諌食言

聞t,lrこ癖.みの仲っrこトマトで′`fiひしし､..と言って倹ヾてし-

Tこr八､flV)で(頻れIJL･tt碑J:つfこ0)(こかうねり､っfTのざ)〟

五才liLっ七貰1%t■し､パマレを,,もっと凱l (解うわ兼の)摘帯

と÷ur烏すヨ)作って旨さんト食べで貰おうと育萄卜励んでい

､イ上す言-6,巌′藩よか.早く泉い∴の･ヾ鹿でし1し＼ZLんて-

1 7ヨL毎年｢札酎i1. 0,総見Ll終ってf'クますb:､それて-も各

か泉3と懲りることfIく琴もムーくうませられる｡家庭蒸風の凍

I L･み′T｡こ卜的ヒ射ますp今年もまfこ懲り和魂RL,ま手

(魔ロ)

01 990年後最後の←わ{{ち｣ (こfJりまLf=oいつもの亨で

すが追われ#Lげのl孝でLf'.皮東■も休演をくすしている人血-

多く/李飢え部長と2くの協動こfIりよし声∴

慶線たt:より下でし､わ0

-[7-

(東金.)



○昨夏から体詞をくす､し′事務局(:もr東沙汰かうで.痛口

東谷羊んF;二八tこみん3,:tlこlTっこと÷っr:ところ｡手伝って下

ろんO:-八でi/増Lて下でることを腐っています｡

閥くfT-のあることですか､,今卑卜rJって年令のヱとか各(こ風

tJJL)k'Ud)て,同級生卜聞き打と伺じようTJので′病気釣仁

でTLくねe)場合ヰ今の二ともプラスqされてf;ろ橡です｡

ヾt汗でラジオを風し､てることD:･多くTJl)3 Lた｡　　●

哲でんもkLl気でいて下プレーも

ト与＼ど1

0新しい合凌こんが-人でも考加〇九b4(i.ねた引ことって

も条LL､ものですo病射こたって侮LL甥でくつG, I)3牢.んか′

何となぐまf--つのLCのつrJP:I)かできfこJう札気れして-･

皆さん(寸どうで寸か上月東急でrsけれげ食ら･rIL,I.同轟有Tl/

かう､こそ分L)合k-ら, 'tんrJ｢三貴壬こえf:つtIがり｣という

ものもあうのでITえ,

維紬-､友の餅できてから20jftこも存l)招｡そし7

て210年菊とは止へ'ることかできtJL^館岩射て舶まLr:oで

もir-Iir-I薗-ていち.^n:汎LLAL､1 70品齢化の乳が鉱rl射こ

も叩L止せて新しい艶確もふり机､つて泉てし､ま写.もつこも

っt:ふんfJ･カ√乗って.争去ったいてLがん(1rljたし､ tJので了A

T鏡像を員で(1ありきせんか(たっ7'二二人で作られたとか､ヱ一

叢l射泉で弓)もうケし.もう-A. i)ヒ一人わケ化LALて見てく

-lg-

●



れろくか虹ろことをLCから願って葛かせていたf:さまLTIo

L'ふきのとう魂周一.ilT:って乳ました｡

席･の各,)が　とって1,-7ァン7えティ･77//

(いとう　たてお)

○　曹もと(T,希らしくrlリ.どろん二進から早く開放でれた

し1ですね.

本年最後の''わ{:t､う..です.今Lヨ(‰J lt4人でがL,LfL)

ましたo会頁の方.都合のつく時がf)i)まLたうお寺イ互いを

f5頗LlLます.

了.'7　-甘)
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